
工事の届出書 記入例
○土地の形質変更（盛土・切土）
様式第十五  

宅地造成又は特定盛土等に関する工事の届出書 

 

令和○年○月○日 

 

 佐賀県知事 様 

工事主 住所 

氏名 

 

 宅地造成及び特定盛土等規制法{
第 21 条第１項

第 40 条第１項}の規定により、下記の工

事について届け出ます。 

記 

１ 工 事 施 行 者 住 所 氏 名 
〇○市○○町〇丁目○番地〇号 

株式会社○○建設 代表取締役○○ 

２ 

工事をしている土地の所在

地及び番地 

〇○市○○町大字〇○1234 番地○号 

、1234 番地○号、1234 番地○号 

 

（代表地点の緯度経度） （緯度： 〇〇度〇〇分〇〇.〇秒、 

 経度： 〇〇度〇〇分〇〇.〇秒） 

３ 工事をしている土地の面積 5,500.0 平方メートル 

４ 盛 土 の タ イ プ 
平地盛土・腹付け盛土 

・谷埋め盛土 

５ 盛 土 又 は 切 土 の 高 さ 5.5 メートル 

６ 
盛土又は切土をする土地の

面積 
3,100.0 平方メートル 

７ 盛 土 又 は 切 土 の 土 量 
盛土 2,300.0 立方メートル 

切土 1,500.0 立方メートル 

８ 工 事 着 手 年 月 日 令和○年○月○日 

９ 工 事 完 了 予 定 年 月 日 令和○年○月○日 

10 工 事 の 進 捗 状 況 
盛土及び切土工事施工中（進捗率

30％） 

〔注意〕 
１ 工事主又は１欄の工事施行者が法人であるときは、氏名は、当該法人の名

称及び代表者の氏名を記入してください。 
２ ２欄は、代表地点の緯度及び経度を世界測地系に従つて測量し、小数点 
以下第一位まで記入してください。 

様式第十六 

 

土石の堆積に関する工事の届出書 

 

令和○年〇月○日

 

 佐賀県知事 様 

工事主 住所  

氏名  

 

 宅地造成及び特定盛土等規制法{
第 21 条第１項

第 40 条第１項}の規定により、下記

の工事について届け出ます。 

記 

 

１ 工 事 施 行 者 住 所 氏 名 
〇○市○○町〇丁目○番地〇号 

株式会社○○建設 代表取締役○○ 

２ 

工事をしている土地の所在

地及び番地 

〇○市○○町大字〇○1234 番地○号 

、1234 番地○号、1234 番地○号 

 

（代表地点の緯度経度） （緯度： 〇〇度〇〇分〇〇.〇秒、 

 経度： 〇〇度〇〇分〇〇.〇秒） 

３ 工事をしている土地の面積 4,000.0 平方メートル 

４ 土石の堆積の最大堆積高さ 5.5 メートル 

５ 
土石の堆積を行う土地の面

積 
3,100.0 平方メートル 

６ 土石の堆積の最大堆積土量 5,200.0 立方メートル 

７ 工 事 着 手 年 月 日 令和○年〇月○日 

８ 工 事 完 了 予 定 年 月 日 未定 令和○年〇月○日 

９ 工 事 の 進 捗 状 況 
ストックヤードとして令和○年〇月

に営業開始 

〔注意〕 

１ 工事主又は１欄の工事施行者が法人であるときは、氏名は、当該法人

の名称及び代表者の氏名を記入してください。 

２ ２欄は、代表地点の緯度及び経度を世界測地系に従つて測量し、小数

点以下第一位まで記入してください。 

届出日を記入（令和8年1月5日～1月26日までに届出）

佐賀県は第40条第1項（特定盛土等規制区域）のみ

個人の場合は氏名
法人の場合は法人名および代表者名
※記載事項確認のため、
連絡先・担当者名を記載

<土地の所在地>
申請地内のすべての地番を記入、
入らない場合は別紙で提出

<緯度経度>
地理院地図（電子国土WEB）等
で座標を確認（世界測地系60進
法で少数点第1位まで記載）

<工事をしている土地の面積>
土地の総面積であって盛土を
行っていない（敷地内通路、駐
車場等を含めた）全体の面積を
記入

<盛土のタイプ>
該当する盛土のタイプに○
（複数可）
①平地盛土：勾配1/10以下の土
地で行う盛土（③除く）

②腹付け盛土：勾配1/10超の土
地で行う盛土（③除く）

③谷埋め盛土：谷や沢を埋め立
てを行う盛土

※現場が切土のみの場合は記入
不要

<盛土又は切土の高さ>
盛土又は切土によりできる最大
の高さ（標高差）を記入

<盛土又は切土の土地の面積>
盛土又は切土を行っている範
囲の土地の面積を記入

<盛土又は切土の土量>
盛土又は切土の土量を記入

<工事の進捗状況>記入例
開発区域全体の盛土及び切土の施工中
盛土及び切土を行い、擁壁工事施工中
盛土及び切土工事施工中（進捗率30％）

<土石の堆積の最大堆積高さ>
最大高さを記入

<土石の堆積を行う土地の面
積>
最大面積を記入

<工事完了予定年月日>
工事完了予定日を記入
未定の場合は「未定」と記入

<土石の堆積の最大堆積土量>
最大の土量を記入

<工事の進捗状況>記入例
ストックヤードとして令和○年〇月に営業開始
○○工事で発生した土石の堆積を行っている

○一時的な土石の堆積



工事の届出書に添付する書類作成例（位置図）
○位置図作成例

届出地

位置図
縮尺1:10,000



工事の届出書に添付する書類作成例（地形図）
○地形図作成例

届出地

地形図
縮尺1:2,500



工事の届出書に添付する書類作成例(平面図:形質の変更）
○平面図作成例

平面図
縮尺1:500

切土範囲
面積
1,000.00㎡

盛土範囲
面積
2,100.00㎡

工事を実施している土地の面積
5,500㎡

土地の境界

排水施設
U型溝300型
L=100m

練積ブロック
H=2.2m,A=220㎡

※縮尺、方位及び土地の境界線、盛土・切土を行う土地の部分を明記すること
※以下の計画があれば記載すること
崖、擁壁・崖面崩壊防止施設、排水施設、抑止杭・グランドアンカー等の土留め

写真②

写
真
⑥



工事の届出書に添付する書類作成例（形質の変更状況写真）
○写真作成例（形質の変更）

写真

写真①
全景

写真②
施工状況（ ）

写真③
施工状況（ ）

写真④
施工状況（ ）

写真⑤
周囲の状況（境界付近）

写真⑥
周囲の状況（境界付近）

※令和８年１月５日までに行われている工事中の写真を添付。
※上記枚数で収まらない場合は、適宜撮影枚数を増やすこと。



工事の届出書に添付する書類作成例 (平面図:土石の堆積）
○平面図作成例

平面図
縮尺1:500

土石の堆積
最大高さ 5.5ｍ
最大面積 3,100㎡

工事を実施している土地の面積
4,000㎡

土地の境界

空地〇ｍ

〇ｍ

〇ｍ

〇ｍ

柵 H=○ｍ、L=○ｍ

柵
H
=○

ｍ
、
L=
○
ｍ

※縮尺、方位及び土地の境界線、土石の堆積を行う土地の部分を明記すること
※以下の計画があれば記載すること
(1)土石の崩壊防止のための施設の位置及び内容
(2)空地の位置、柵その他これらに類するものの位置
(3)雨水その他地表水を排除するための施設の位置及び内容
(4)土砂の流出を防止する施設の位置及び内容

写真②

写真④

写
真
⑥



工事の届出書に添付する書類作成例（土石の堆積状況写真）
○写真作成例（形質の変更）

写真

写真①
全景（堆積の状況）

写真②
施工状況（ ）

写真③
敷地境界の状況（ ）

写真④
敷地境界の状況（ ）

写真⑤
敷地境界の状況（ ）

写真⑥
敷地境界の状況（ ）

※令和８年１月５日までに行われている工事中の写真を添付。
※上記枚数で収まらない場合は、適宜撮影枚数を増やすこと。


